
臨
津
江
の
水
は
大
社
湾
に
通
じ
る
か

│
│
出
雲
市
板
津
発
見
石
器
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
│
│松

藤

和

人

は

じ

め

に

出
雲
市
砂
原
遺
跡
は
、
出
雲
大
社
の
眼
前
に
横
た
わ
る
日
本
海
の
大
社
湾
に
面
す
る
。
二
〇
〇
九
年
、
こ
の
遺
跡
の
調
査
は
、
日
本
列

島
の
人
類
史
の
始
ま
り
を
十
二
万
年
前
に
遡
ら
せ
た
。
そ
の
年
代
は
段
丘
地
形
編
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
海
洋
酸
素
同
位
体
比
ス
テ
ー
ジ
に

同
期
し
た
古
土
壌
編
年
、
三
瓶
火
山
起
源
テ
フ
ラ
の
詳
細
な
火
山
灰
層
序
学
を
総
合
し
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
は
伝
統
的
な
考
古
学
調
査
法
の
枠
組
み
を
超
え
、
遺
跡
が
残
さ
れ
た
当
時
の
堆
積
環
境
の
解
明
に
重
点
が
置
か
れ
、
当
時
の
地
表

面
を
示
す
乾
裂
面
、
高
師
小
僧
、
地
中
動
物
の
這
い
痕
、
炭
化
物
の
検
出
、
さ
ら
に
は
出
土
石
器
・
礫
の
産
状
計
測
な
ど
の
総
合
的
な
分

析
を
経
て
、
遺
跡
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
（
松
藤
・
上
峯
編

二
〇
一
三
）。

筆
者
ら
は
、
砂
原
遺
跡
の
調
査
後
も
出
雲
地
域
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
重
ね
る
中
で
、
出
雲
市
湖
陵
町
板
津
で
砂
原
遺
跡
よ
り
も
さ

ら
に
年
代
が
遡
る
旧
石
器
一
点
を
発
見
・
報
告
す
る
に
い
た
っ
た
（
松
藤
ほ
か

二
〇
一
三
）。
砂
原
遺
跡
の
調
査
か
ら
わ
ず
か
三
年
に

し
て
、「
日
本
最
古
」
を
塗
り
替
え
る
重
要
発
見
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
報
文
で
果
た
せ
な
か
っ
た
板
津
発
見
旧
石
器
の
評
価
と
若
干
の
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予
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一

板
津
石
器
発
見
の
経
緯

（
１
）
送
付
さ
れ
て
き
た
石
器

二
〇
一
二
年
八
月
、
砂
原
遺
跡
周
辺
の
補
足
地
質
調
査
を
お
こ
な
っ
て

い
た
菊
池
強
一
が
出
雲
市
湖
陵
町
の
板
津
造
成
地
の
宅
地
法
面
で
一
点
の

石
器
を
拾
い
上
げ
た
（
図
１
）。

宅
急
便
で
研
究
室
に
送
ら
れ
て
き
た
荷
物
の
梱
包
を
紐
解
く
と
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
ら
れ
た
重
厚
な
石
器
が
現
わ
れ
た
。
掌
に
載
せ
る
と
ず
っ

し
り
と
し
た
重
さ
が
あ
り
、
片
面
に
ひ
ど
く
水
磨
し
た
茶
褐
色
の
礫
面
を

の
こ
し
、
反
対
側
の
面
は
砂
粒
と
灰
白
色
粘
土
物
質
で
び
っ
し
り
覆
わ
れ

て
い
た
が
、
砂
粒
の
下
に
ざ
っ
く
り
し
た
剥
離
面
が
う
っ
す
ら
観
察
さ
れ

た
。
し
か
も
打
ち
割
ら
れ
た
と
き
に
生
じ
た
縁
辺
は
い
た
っ
て
鋭
く
、
礫

層
中
で
石
と
石
と
が
ぶ
つ
か
っ
て
縁
辺
が
潰
れ
た
痕
跡
が
ま
っ
た
く
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
一
見
し
て
、
茶
褐
色
の
礫
面
と
ざ
っ
く
り
し
た
剥
離
面

に
韓
国
の
前
期
旧
石
器
を
想
起
さ
せ
た
。

発
見
当
時
の
写
真
を
見
る
と
、
宅
地
造
成
が
終
わ
っ
た
法
面
の
赤
色
土

図 1 板津発見石器（砂粒付着状態）
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の
上
に
横
た
わ
る
一
個
の
石
器
が
写
っ
て
い
た
。
出
雲
在
住
の
成
瀬
敏
郎
に
そ
の
写
真
を
転
送

し
、
法
面
の
赤
色
土
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
堆
積
物
か
否
か
を
確
認
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

そ
の
一
方
、
石
器
の
剥
離
面
上
に
び
っ
し
り
付
着
し
た
砂
粒
・
粘
土
物
質
と
写
真
に
写
っ
て
い

る
赤
色
土
を
検
討
し
、
両
者
が
合
致
し
な
い
の
に
不
審
を
抱
い
た
。
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
石

器
が
法
面
に
見
え
る
赤
色
土
（
古
土
壌
）
中
に
包
含
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
器
面
の
ど
こ
か

に
古
土
壌
が
付
着
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
そ
う
し
た
形
跡
が
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
。

本
地
域
の
地
質
・
地
形
調
査
を
進
め
て
い
た
東
洋
大
学
の
渡
辺
満
久
教
授
に
連
絡
す
る
と
、

近
々
出
雲
に
出
か
け
る
と
い
う
の
で
、
現
地
を
調
査
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
成
瀬
・
渡
辺
の

現
地
調
査
の
結
果
、
造
成
地
の
法
面
に
見
え
る
赤
色
土
は
断
定
を
避
け
な
が
ら
も
客
土
と
し
て
置

か
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
２
）
石
器
の
石
材

板
津
で
見
つ
か
っ
た
石
器
の
石
材
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
砂
粒
が
剥
落
し
か
か
っ
た
部
位
の
観

察
か
ら
オ
ー
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
（
正
珪
岩
）
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
（
図
２
中
）。
オ
ー
ソ

コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
は
、
か
つ
て
は
太
平
洋
に
存
在
し
た
陸
塊
に
産
す
る
も
の
が
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ

ク
ス
に
よ
っ
て
日
本
列
島
に
漂
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
に
由
来
す
る
も
の
が
水
流
に
よ
っ
て
日
本
列
島
へ
運
搬
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
日
本
列
島
が
大
陸
の
一
部
で
あ
っ
た
悠
遠
な
地
質
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
長
距
離
を
運
搬
さ

図 2 臨津江のオーソコーツァイト（左）、板津石器の剥離面（中）、板津試料
�（右）（柴田将幹撮影）
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れ
る
過
程
で
礫
は
水
磨
さ
れ
、
次
第
に
小
形
化
し
角
が
取
れ
て
円
礫
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
列
島
で
産
出
す
る
も
の
は
長
径
が
二

〜
三
セ
ン
チ
大
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。

オ
ー
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
と
い
え
ば
、
韓
国
と
り
わ
け
臨
津
江
流
域
の
前
期
旧
石
器
に
馴
染
み
の
深
い
岩
石
で
あ
る
（
図
２
左
）。
漢
灘

江
に
近
い
全
谷
里
遺
跡
の
年
代
解
明
を
目
的
と
し
た
日
韓
共
同
研
究
で
現
地
を
訪
れ
た
と
き
、
Ｄ
М
Ｚ
（
非
武
装
地
帯
）
に
近
い
臨
津
江

と
漢
灘
江
の
合
流
地
点
付
近
で
河
原
を
埋
め
尽
く
す
人
頭
大
の
扁
平
な
オ
ー
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
の
円
礫
を
実
見
し
た
こ
と
が
あ
る
。
臨
津

江
下
流
域
に
あ
る
佳
月
里
、
舟
月
里
両
遺
跡
で
は
両
面
を
調
整
し
た
見
事
な
オ
ー
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
製
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。
二
〇
一
二
年
十
一
月
、
同
志
社
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
古
環
境
変
動
と
旧
石
器
編

年
」
の
折
、
砂
原
遺
跡
の
石
器
と
と
も
に
板
津
発
見
の
石
器
を
展
示
し
た
が
、
実
見
し
た
韓
国
の
研
究
者
た
ち
は
韓
国
の
前
期
旧
石
器
の

石
材
と
あ
ま
り
に
も
類
似
し
て
い
る
の
に
驚
き
の
声
を
隠
さ
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
で
は
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
サ
イ
ズ
の
オ
ー
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
板
津
で
見
つ
か
っ
た
石

器
が
オ
ー
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
で
あ
れ
ば
、
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
。
こ
の
点
、
板
津
周
辺
に
産
出
す
る
類
似
岩

の
探
索
な
ら
び
に
顕
微
鏡
下
の
記
載
岩
石
学
的
観
察
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
た
。

（
３
）
板
津
造
成
地
の
踏
査
と
岩
石
鑑
定

二
〇
一
二
年
十
二
月
の
板
津
の
現
地
調
査
で
は
、
石
器
が
採
集
さ
れ
た
造
成
地
法
面
を
確
認
の
う
え
、
塊
状
を
呈
す
る
赤
色
風
化
殻
の

混
在
、
土
質
、
礫
の
産
状
か
ら
客
土
（
盛
り
土
）
と
判
断
し
た
。
ま
た
造
成
地
内
の
地
形
観
察
か
ら
、
採
集
地
点
は
も
と
も
と
谷
部
に
あ

た
り
、
こ
の
谷
を
埋
め
て
造
成
し
た
場
所
と
判
断
さ
れ
た
。

成
瀬
に
よ
る
造
成
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
宅
地
造
成
に
際
し
て
、
他
所
か
ら
土
を
運
び
入
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
旧
地
形

臨津江の水は大社湾に通じるか ― ４ ―



を
削
平
す
る
と
き
に
生
じ
た
赤
色
土
（
古
土
壌
）
と
砂
を
分
離
し
て
保
存
し
造
成
に
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
二
〇

一
一
年
三
月
、
砂
原
遺
跡
の
周
辺
調
査
の
途
次
、
こ
の
地
を
訪
れ
造
成
中
の
現
場
を
撮
影
し
た
写
真
と
比
較
し
石
器
採
集
地
点
が
造
成
前

に
は
谷
部
に
あ
た
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
と
き
、
造
成
地
を
徹
底
し
て
探
索
し
た
結
果
、
板
津
石
器
に
よ
く
似
た
岩
質
の
水
磨
礫

を
二
点
採
集
し
持
ち
帰
っ
た
。

採
集
さ
れ
た
石
器
を
破
壊
し
て
薄
片
を
作
成
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
板
津
造
成
地
内
で
採
集
し
た
同
質
の
岩
石
二
点
（
試
料
�
・

�
）
を
あ
ら
た
め
て
岩
田
修
一
（
旭
地
研
）
に
岩
石
鑑
定
を
依
頼
し
た
。
ま
た
比
較
の
た
め
韓
国
京
畿
道
臨
津
江
河
床
で
採
取
し
た
オ
ー

ソ
コ
ー
ツ
ァ
ト
二
点
（
試
料
�
・
�
）
も
併
せ
て
供
試
し
た
。
岩
田
は
薄
片
を
作
成
し
顕
微
鏡
下
で
の
比
較
検
討
を
お
こ
な
い
、
臨
津
江

河
床
産
の
試
料
�
・
�
は
真
正
の
オ
ー
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
、
板
津
造
成
地
で
採
集
し
た
二
点
の
岩
石
試
料
は
、
珪
化
砂
質
泥
岩
（
試
料

�
、
図
２
右
）
お
よ
び
泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
（
試
料
�
）
と
鑑
定
さ
れ
た
。
前
者
は
硬
質
・
緻
密
で
表
面
が
褐
灰
色
を
呈
し
、
一
見
す

る
と
臨
津
江
河
床
産
の
オ
ー
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
に
似
る
が
、
径
一
ミ
リ
前
後
に
断
片
化
し
た
砂
質
泥
岩
組
織
や
径
一
・
二
ミ
リ
大
の
流
紋

岩
類
の
岩
片
が
少
量
残
存
し
て
い
る
の
が
単
ニ
コ
ル
顕
微
鏡
下
で
観
察
さ
れ
、
極
細
粒
砂
質
層
・
レ
ン
ズ
を
挟
む
泥
質
層
か
ら
な
る
泥
岩

が
原
岩
と
さ
れ
た
（
岩
田

二
〇
一
二
）。

試
料
�
・
�
な
ら
び
に
岩
田
が
作
製
し
た
薄
片
を
鑑
定
し
た
島
根
大
学
名
誉
教
授
の
山
内
靖
喜
と
地
質
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
武
島
正
幸

は
試
料
�
（
図
２
右
）
を
流
紋
岩
、
同
�
を
流
紋
岩
質
凝
灰
岩
と
鑑
定
し
た
。
板
津
採
集
石
器
の
剥
離
面
に
は
試
料
�
に
見
ら
れ
る
流
理

構
造
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
石
器
の
石
材
を
流
紋
岩
と
し
た
。
こ
の
岩
石
は
珪
化
作
用
と
熱
変
成
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
山
内

・
武
島
は
板
津
西
南
方
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
小
田
川
上
流
で
流
紋
岩
の
産
出
地
を
確
認
し
た
。
こ
の
種
の
岩
石
は
小
田
川
下
流

で
も
確
認
さ
れ
た
。
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二

石
器
の
観
察

板
津
で
採
集
さ
れ
た
石
器
は
、
最
大
長
一
二
・
七
セ
ン
チ
、
最
大
幅
六
セ
ン
チ
、
最
大
厚
四
・
九
セ
ン
チ
、
重
量
三
〇
六
グ
ラ
ム
を
測

る
。
元
の
原
礫
の
サ
イ
ズ
を
復
原
す
る
と
、
長
さ
一
五
セ
ン
チ
を
は
る
か
に
超
え
る
板
状
の
水
磨
礫
と
推
測
さ
れ
る
。
礫
面
（
自
然
面
）

は
明
褐
色
〜
褐
色
を
呈
し
、
各
面
と
も
よ
く
水
磨
が
進
み
、
角
も
取
れ
丸
く
な
っ
て
い
る
。
礫
面
が
明
褐
色
〜
褐
色
を
呈
す
る
の
は
、
韓

国
臨
津
江
産
の
オ
ー
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
に
観
察
さ
れ
る
の
と
同
様
、
酸
化
鉄
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

発
見
当
初
は
、
石
器
の
剥
離
面
に
び
っ
し
り
と
砂
粒
が
付
着
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
削
ぎ
落
と
し
た
と
こ
ろ
、
水
磨
・
摩
滅
を
う
け
て

い
な
い
鮮
や
か
な
剥
離
面
が
現
わ
れ
た
。
そ
の
剥
離
面
は
風
化
を
受
け
、
時
間
の
経
過
を
も
の
が
た
る
。
島
根
県
雲
南
市
原
田
遺
跡
で
発

掘
さ
れ
た
後
期
旧
石
器
に
は
こ
の
種
の
石
材
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
灰
白
色
の
粘
土
鉱
物
を
付
着
す
る
石
器
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も

ま
た
板
津
石
器
の
所
属
時
代
の
古
さ
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

図
３
に
示
す
面
１
〜
８
な
ど
の
剥
離
面
は
お
お
む
ね
灰
白
色
を
呈
す
る
が
、
黄
褐
色
の
脈
を
層
状
に
交
え
る
。
全
体
に
よ
く
珪
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
そ
の
程
度
は
必
ず
し
も
均
一
で
は
な
い
。
面
２
に
較
べ
て
面
３
・
４
付
近
の
ほ
う
が
滑
ら
か
で
、
特
に
珪
化
が
進
ん
で
い

る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。

本
石
器
が
原
礫
か
ら
剥
が
さ
れ
、
二
次
加
工
が
施
さ
れ
る
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
復
原
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

面
１
は
原
礫
が
打
ち
割
ら
れ
た
際
に
生
じ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
で
、
面
２
と
の
境
界
付
近
に
打
瘤
を
と
ど
め
る
。
面
１
の
末
端
は
フ
ェ
ザ

ー
エ
ン
ド
（
羽
毛
状
縁
端
）
と
な
っ
て
お
り
、
薄
く
鋭
い
エ
ッ
ジ
を
見
せ
る
。
ｂ
面
下
半
部
の
湾
曲
す
る
礫
面
を
打
面
と
し
て
、
ノ
ジ
ュ

ー
ル
（
石
塊
）
状
の
原
礫
を
半
割
す
る
よ
う
に
大
き
く
打
ち
割
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
（
図
３
│
１
）、
打
面
と
な
っ
た
礫
面
と
面
１
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図 3 板津発見石器実測図（松藤・成瀬ほか 2013）
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か
ら
復
原
計
測
す
る
と
、
板
状
礫
を
半
割
し
た
と
き
の
復
原
剥
離
角
は
約
一
〇
四
度
を
測
る
。

二
次
加
工
と
判
断
さ
れ
る
剥
離
痕
は
、
両
側
縁
お
よ
び
上
端
部
に
観
察
さ
れ
る
。
面
２
は
面
１
の
バ
ル
ブ
（
打
瘤
）
を
除
去
す
る
よ
う

に
施
さ
れ
、
面
１
と
そ
の
打
面
が
形
成
し
た
稜
線
に
導
か
れ
て
剥
離
が
延
伸
し
た
と
み
ら
れ
る
。
復
原
計
測
に
よ
れ
ば
、
剥
離
角
は
一
一

六
度
で
あ
る
。
続
く
面
３
・
４
も
同
様
に
、
ｃ
面
の
自
然
面
を
打
面
と
す
る
。
剥
離
角
が
そ
れ
ぞ
れ
一
一
五
度
・
一
〇
八
度
と
な
る
鈍
角

剥
離
で
、
剥
離
痕
末
端
に
は
顕
著
な
ス
テ
ッ
プ
（
階
段
状
剥
離
）
が
生
じ
て
い
る
。
面
ｄ
の
打
点
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
面
ｃ
に
つ
い
て

は
剥
離
に
と
も
な
う
細
い
ク
ラ
ッ
ク
（
亀
裂
）
が
打
面
に
相
当
す
る
礫
面
上
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

ａ
面
か
ら
は
面
５
の
剥
離
が
施
さ
れ
、
主
要
剥
離
面
１
の
バ
ル
ブ
の
一
部
を
除
去
し
て
い
る
。
ａ
面
の
礫
面
上
に
ク
ラ
ッ
ク
を
の
こ
し

て
い
る
。
面
６
の
打
点
と
推
定
さ
れ
る
礫
面
上
に
は
、
打
撃
痕
と
み
ら
れ
る
半
円
状
の
ク
ラ
ッ
ク
が
明
瞭
に
観
察
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
剥

離
痕
と
あ
わ
せ
、
左
側
縁
に
は
最
大
長
一
ミ
リ
程
度
の
微
細
�
離
痕
が
連
接
し
て
認
め
ら
れ
る
。

主
要
剥
離
面
（
１
）
末
端
部
の
上
面
観
は
直
線
状
を
呈
し
（
同
ｄ
面
）、
裏
面
の
礫
面
と
の
な
す
角
度
が
六
〇
度
を
測
る
鋭
い
刃
部
を

備
え
、
こ
の
部
位
が
本
石
器
の
機
能
部
と
判
断
さ
れ
る
。
上
端
部
に
は
大
き
さ
が
異
な
る
二
次
的
な
剥
離
痕
（
７
）
が
主
要
剥
離
面
側
に

限
っ
て
観
察
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
剥
離
痕
は
主
要
剥
離
面
末
端
と
裏
面
（
礫
面
）
が
構
成
す
る
刃
角
を
保
持
す
る
よ
う
に
浅
い
角
度
で
剥

離
さ
れ
て
お
り
、
鋭
利
な
薄
い
刃
部
を
再
生
も
し
く
は
補
強
す
る
意
図
が
看
取
さ
れ
る
。

本
石
器
を
前
期
旧
石
器
の
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
（
型
式
学
）
に
照
ら
す
と
、
分
厚
い
剥
片
を
素
材
と
し
、
第
一
次
剥
離
で
生
じ
た
鋭
利
な
縁

辺
を
刃
部
と
す
る
点
で
は
ク
リ
ー
ヴ
ァ
ー
（
握
斧
）
に
分
類
さ
れ
る
が
、
ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
な
ど
で
見
つ
か
る
Ｕ
字
形
ク
リ
ー
ヴ
ァ
ー

と
較
べ
る
と
典
形
的
な
例
と
は
い
え
な
い
。

本
石
器
に
観
察
さ
れ
る
剥
離
痕
は
、
鋭
利
な
刃
縁
部
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
製
作
者
の
意
図
に
沿
っ
て
系
統
的
に
剥
離
が
く
わ
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
剥
離
面
（
痕
）
の
形
成
過
程
の
観
察
か
ら
そ
れ
を
明
瞭
か
つ
合
理
的
に
説
明
で
き
る
資
料
と
い
え
る
。
一
連
の
剥
離
過
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程
は
機
能
部
で
あ
る
上
端
の
鋭
利
な
刃
縁
の
形
成
と
使
用
に
収
斂
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
ヒ
ト
の
手
が
関
与
し
た
意
図
を
看
取
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

三

石
器
包
含
層
の
特
定

石
器
表
面
に
付
着
し
た
砂
粒
と
粘
土
物
質
の
実
態
を
把
握
す
べ
く
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
、
岐
阜
の
（
株
）
パ
レ
オ
・
ラ
ボ
に
付
着
粘

土
物
質
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
な
ら
び
に
付
着
砂
粒
の
鉱
物
鑑
定
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
微
粒
の
灰
白
色
粘
土
物
質
は
長
石
か
ら
な
る
粘

土
鉱
物
で
、
付
着
砂
粒
の
圧
倒
的
多
数
が
石
英
（
約
八
二
％
）、
そ
れ
に
長
石
が
次
ぎ
（
約
一
二
％
）、
残
余
は
不
明
鉱
物
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
（
藤
根
・
竹
原

二
〇
一
二
）。

板
津
発
見
石
器
が
本
来
の
包
含
層
を
遊
離
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
器
の
所
属
時
期
を
決
め
る
途
が
閉
ざ
さ
れ
た
か
に
思
わ
れ
た

が
、
事
態
は
意
外
な
展
開
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

成
瀬
は
、
造
成
中
の
現
場
に
た
び
た
び
脚
を
運
び
、
地
質
・
地
形
調
査
を
重
ね
る
中
で
後
日
の
証
拠
と
し
て
、
板
津
造
成
地
露
頭
か
ら

各
層
準
の
土
壌
試
料
を
採
取
し
保
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
石
器
に
付
着
し
た
砂
粒
と
粘
土
鉱
物
を
分
析
し
、
成
瀬
が
採
取
し
た
土
壌
試

料
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
の
石
器
包
含
層
準
を
決
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
半
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
待
ち
わ
び
た
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
成
瀬
の
地
形
学
・
環
境
変
遷
史
の
視
点
を
交
え
た
鉱
物

分
析
は
、
板
津
発
見
石
器
の
本
来
の
包
含
層
準
を
確
定
す
る
う
え
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
（
松
藤
・
成
瀬
ほ
か

二

〇
一
三
）。

成
瀬
に
よ
れ
ば
、
板
津
の
地
層
の
鉱
物
組
成
は
図
４
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
海
洋
酸
素
同
位
体
比
ス
テ
ー
ジ
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
７
の
赤
色
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土
に
は
球
状
鉄
鉱
物
が
多
量
に
含
ま
れ
る
。
中
国
や
韓
国
の
古
土
壌
に

自
生
の
酸
化
鉄
と
同
様
、
間
氷
期
の
高
温
多
雨
気
候
下
で
形
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
大
山
松
江
火
山
灰
（
Ｄ
Ｍ
Ｐ
）
か
ら
赤
褐
色
土
（
ス

テ
ー
ジ
５
ｅ
）
ま
で
の
地
層
に
は
、
自
形
の
重
鉱
物
│
カ
ミ
ン
グ
ト
ン

閃
石
、
角
閃
石
、
黒
雲
母
が
共
通
し
て
含
ま
れ
る
。
三
瓶
木
次
火
山
灰

（
Ｓ
Ｋ
）
よ
り
も
上
層
に
は
三
瓶
火
山
起
源
の
角
閃
石
や
黒
雲
母
な
ど

が
多
量
に
含
ま
れ
る
が
、
赤
褐
色
土
以
上
の
地
層
に
は
カ
ミ
ン
グ
ト
ン

閃
石
が
含
ま
れ
な
い
。
一
方
、
旧
石
器
に
付
着
す
る
砂
粒
に
は
球
状
鉄

鉱
物
を
は
じ
め
カ
ミ
ン
グ
ト
ン
閃
石
、
角
閃
石
、
黒
雲
母
を
全
く
含
ま

な
い
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
旧
石
器
に
付
着
す
る
砂
粒
の
鉱
物
組
成
に

最
も
近
似
す
る
の
は
ス
テ
ー
ジ
６
の
レ
ス
層
で
あ
る
（
図
５
）。

ま
た
旧
石
器
表
面
に
付
着
し
て
い
る
灰
白
粘
土
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を

多
く
含
む
灰
白
粘
土
で
あ
る
。
こ
の
粘
土
は
長
石
の
風
化
物
で
あ
り
、

長
石
を
多
く
含
む
レ
ス
が
風
化
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
灰
白
粘
土
は
高
位
段
丘
礫
層
と
そ
の
被
覆
層
に
含
ま
れ
る
礫
に
付

着
し
、
古
砂
丘
層
（
ス
テ
ー
ジ
５
ｅ
）
以
上
の
堆
積
物
に
は
観
察
さ
れ

な
い
（
図
４
）。
重
鉱
物
組
成
と
灰
白
粘
土
の
分
析
か
ら
、
板
津
発
見

石
器
は
ス
テ
ー
ジ
６
の
レ
ス
層
と
特
定
さ
れ
た
。

図 4 板津各層準の鉱物組成と石器付着鉱物（松藤・成瀬ほか 2013）
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こ
の
地
域
の
古
環
境
変
遷
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
（
図
５
）。

約
二
四
万
年
前
の
ス
テ
ー
ジ
７
ｅ
に
温
暖
で
海
面
が
高

く
な
り
、
板
津
海
岸
に
は
高
位
海
成
砂
礫
層
が
堆
積
し

た
。
そ
の
後
、
や
や
冷
涼
な
ス
テ
ー
ジ
７
ｄ
に
段
丘
化
し

た
。
そ
し
て
ス
テ
ー
ジ
７
ａ
〜
ｃ
の
温
暖
期
に
段
丘
砂
礫

層
上
に
厚
い
赤
色
土
が
生
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

約
一
八
・
六
万
年
前
か
ら
一
二
・
八
万
年
前
に
か
け
て

の
氷
期
ス
テ
ー
ジ
６
に
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
多
量
の
風

成
塵
が
飛
来
す
る
よ
う
に
な
り
、
レ
ス
が
堆
積
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
約
一
三
万
年
前
に
大
山
起
源
の
大
山

松
江
火
山
灰
（
Ｄ
Ｍ
Ｐ
）
が
降
下
し
た
。

最
終
間
氷
期
ス
テ
ー
ジ
５
ｅ
に
な
る
と
海
面
が
高
く
な

り
、
当
時
の
海
岸
に
は
古
砂
丘
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
時
期
の
温
暖
な
気
候
下
で
ス
テ
ー
ジ
５
ｅ
の
赤
褐
色
古
土
壌
が
生
成
さ
れ

た
。
約
一
一
万
年
前
以
降
、
三
瓶
山
起
源
の
三
瓶
木
次
火
山
灰
（
Ｓ
Ｋ
）、
三
瓶
雲
南
火
山
灰
（
Ｓ
Ｕ
ｎ
）、
三
瓶
砂
原
火
山
灰
（
Ｓ
Ｓ
）

が
堆
積
し
た
。
そ
し
て
大
陸
か
ら
多
量
の
風
成
塵
（
レ
ス
）
が
飛
来
堆
積
し
、
古
土
壌
の
母
材
と
な
っ
た
。

旧
石
器
に
付
着
す
る
灰
白
粘
土
と
砂
粒
鉱
物
の
特
徴
か
ら
、
旧
石
器
は
ス
テ
ー
ジ
６
に
堆
積
し
た
レ
ス
層
（
一
八
・
六
〜
一
二
・
八
万

年
前
）
包
含
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
し
た
。
な
お
板
津
造
成
地
周
辺
に
は
高
位
段
丘
構
成
層
が
削
平
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

図 5 板津の層序と MIS ステージ対比（松藤・成瀬ほか
2013）
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あ
り
、
将
来
の
検
証
が
可
能
で
あ
る
。

四

板
津
石
器
発
見
の
意
義

板
津
発
見
の
石
器
は
、
砂
原
遺
跡
よ
り
も
海
洋
酸
素
同
位
体
比
ス
テ
ー
ジ
で
一
段
階
遡
り
、
日
本
列
島
の
人
類
史
の
上
限
を
更
新
す
る

も
の
で
あ
る
。

砂
原
遺
跡
が
残
さ
れ
た
最
終
間
氷
期
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
５
ｅ
）
の
高
海
水
面
期
に
海
を
渡
っ
て
人
類
が
日
本
列
島
へ
渡
来
す
る
の
は
困
難
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
古
い
時
期
に
人
類
が
海
上
渡
航
し
た
確
か
な
証
拠
が
世
界
中
で
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
そ
の
理
由
で
あ

る
。
人
類
が
海
洋
を
渡
っ
た
間
接
的
な
証
拠
は
、
か
つ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
島
々
と
陸
続
き
と
な
っ
た
形
跡
が
な
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大

陸
に
お
け
る
人
類
遺
跡
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
最
古
の
年
代
は
五
万
年
前
頃
と
い
う
の
が
多
く
の
研
究
者
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
こ
ろ
ま
で
に
は
人
類
は
な
ん
ら
か
の
海
洋
渡
航
技
術
を
開
発
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
進
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

更
新
世
の
日
本
列
島
へ
人
類
が
渡
来
し
た
時
期
は
、
氷
河
性
海
水
面
変
動
に
よ
っ
て
海
水
面
が
降
下
し
大
陸
と
地
続
き
に
な
っ
た
氷
期

で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
日
本
列
島
各
地
で
化
石
と
し
て
発
見
さ
れ
る
ト
ウ
ヨ
ウ
ゾ
ウ
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、
シ
フ
ゾ
ウ
、

オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
な
ど
の
絶
滅
し
た
大
型
哺
乳
動
物
は
、
も
と
は
と
い
え
ば
、
氷
期
に
形
成
さ
れ
た
朝
鮮
│
対
馬
陸
橋
あ
る
い
は
東
シ
ナ
海

の
干
上
が
っ
た
大
陸
棚
を
経
て
渡
来
し
た
と
考
え
る
の
が
古
生
物
学
上
の
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
哺
乳
動
物
が
渡
来
し
た
の
に
人
類
だ
け

が
そ
う
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
む
し
ろ
不
自
然
で
あ
る
。

こ
こ
二
〇
年
間
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
考
古
学
調
査
は
、
ゆ
う
に
一
〇
〇
ヵ
所
以
上
の
旧
石
器
遺
跡
を
確
認
し
、
最
近
の
日
韓
共
同
研

究
に
よ
っ
て
五
〇
万
年
前
ま
で
に
は
人
類
が
韓
国
忠
清
北
道
萬
水
里
遺
跡
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
松
藤

二
〇
〇
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八
）。
対
馬
海
峡
の
対
岸
ま
で
進
出
し
た
ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ウ
ス
（
原
人
）
は
、
狭
く
な
っ
た
か
干
上
が
っ
た
対
馬
海
峡
を
目
の
あ
た
り

に
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

更
新
世
気
候
変
動
の
世
界
標
準
と
な
っ
て
い
る
海
洋
酸
素
同
位
体
比
編
年
に
よ
れ
ば
、
約
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
も
降
下
し
た
最
終
氷
期
最

寒
冷
期
（
約
二
万
年
前
に
ピ
ー
ク
）
と
同
じ
く
ら
い
か
そ
れ
以
上
海
水
面
が
降
下
し
た
氷
期
が
中
期
更
新
世
（
七
八
万
年
前
）
以
降
に
限

っ
て
も
七
回
存
在
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
最
近
の
古
生
物
学
の
研
究
成
果
は
、
ト
ウ
ヨ
ウ
ゾ
ウ
の
渡
来
時
期
の
上
限
が
六
三
万
年

前
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
そ
れ
が
四
三
万
年
前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
河
村

二
〇
一
一
）。

ま
た
中
川
和
哉
・
李
隆
助
（
二
〇
一
三
）
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
韓
国
の
後
期
旧
石
器
時
代
以
前
の
石
器
群
の
圧
倒
的
多
数
が
温
暖
期
に

形
成
さ
れ
た
古
土
壌
層
中
か
ら
出
土
し
、
寒
冷
期
に
堆
積
し
た
レ
ス
層
中
か
ら
の
出
土
が
極
端
に
少
な
い
と
い
う
。
注
目
す
べ
き
事
実
で

あ
る
。
韓
国
の
氷
期
の
堆
積
物
中
に
は
低
地
で
あ
っ
て
も
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
周
氷
河
現
象
の
ひ
と
つ
）
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
も
珍

し
く
な
く
、
気
温
が
か
な
り
低
下
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
氷
期
に
遺
跡
数
が
激
減
す
る
事
実
に
関
し
て
、
氷
期
に
朝
鮮
半
島
の
旧
石
器

人
が
温
暖
な
地
に
移
動
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
移
動
先
と
し
て
日
本
列
島
も
候
補
地
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

板
津
で
発
見
さ
れ
た
石
器
は
、
成
瀬
の
分
析
に
よ
れ
ば
ス
テ
ー
ジ
６
の
レ
ス
層
に
対
比
さ
れ
、
中
期
更
新
世
末
の
氷
期
に
人
類
が
日
本

列
島
に
存
在
し
て
い
た
有
力
な
証
拠
と
な
る
。
と
り
わ
け
、
そ
の
石
材
が
朝
鮮
半
島
で
前
期
旧
石
器
に
使
わ
れ
た
石
材
と
見
た
目
が
類
似

し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
と
い
う
の
は
、
移
住
先
で
石
器
を
つ
く
る
と
き
、
故
地
で
使
い
な
れ
た
石
材
に
こ
よ
な
く
類
似
し
た
岩
石
を

探
し
も
と
め
る
の
が
道
理
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
列
島
で
は
、
大
形
石
器
の
材
料
と
な
る
よ
う
な
サ
イ
ズ
の
オ
ー
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
は
産

出
し
な
い
の
で
、
見
た
目
に
ほ
と
ん
ど
区
別
し
難
い
流
紋
岩
を
使
っ
た
と
し
て
も
な
ん
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
板
津
石
器
の
石
材
は
オ
ー

ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
と
同
じ
石
に
映
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

板
津
の
石
器
を
最
初
に
目
に
し
た
と
き
、
ざ
っ
く
り
し
加
工
痕
と
石
材
に
韓
国
臨
津
江
流
域
の
石
器
を
髣
髴
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
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板
津
の
石
器
は
、
原
位
置
を
遊
離
し
た
単
独
発
見
資
料
で
あ
る
が
、
周
辺
大
陸
そ
れ
も
日
本
列
島
と
指
呼
の
間
に
あ
る
朝
鮮
半
島
の
前
期

旧
石
器
と
の
接
点
を
提
供
す
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
本
資
料
の
発
見
は
、
同
時
期
の
遺
跡
が
出
雲
平
野
周
辺
の
高
位
段
丘
堆
積
物
の

中
に
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
。

五

議

論

砂
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
従
前
の
調
査
法
に
大
き
な
転
換
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
往
時
の
地
表
面
す
な
わ
ち
生
活
面

の
検
出
、
出
土
し
た
石
器
や
礫
の
産
状
計
測
と
い
う
新
た
な
視
点
と
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
物
が
残
さ
れ
た
当
時
の
堆
積

環
境
と
絡
め
て
遺
跡
形
成
過
程
を
実
証
的
に
議
論
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
こ
う
し
た
堆
積
学
的
デ
ー
タ
の
収
集
と
そ
の
解
析
の
延
長

上
に
、
資
料
の
人
為
か
自
然
為
か
を
判
断
す
る
う
え
で
の
科
学
的
な
基
準
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
旧
石
器
考
古
学

を
堆
積
学
と
連
結
し
た
こ
の
方
法
は
、
伝
統
的
な
研
究
法
と
は
明
瞭
な
一
線
を
画
す
る
。

ま
た
近
年
の
日
韓
・
日
中
共
同
研
究
は
朝
鮮
半
島
・
中
国
の
前
期
旧
石
器
遺
跡
の
年
代
と
実
態
を
解
明
す
る
う
え
で
方
法
論
上
の
大
き

な
進
展
を
見
た
（
松
藤

二
〇
〇
八
・
二
〇
一
三
）。
い
わ
ば
砂
原
遺
跡
の
調
査
・
研
究
は
、
こ
う
し
た
周
辺
大
陸
に
お
け
る
地
質
・
考

古
調
査
の
延
長
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

砂
原
お
よ
び
板
津
の
調
査
研
究
は
、
岩
手
県
金
取
遺
跡
（
八
〜
六
万
年
前
）
の
調
査
成
果
を
確
認
す
る
意
義
が
あ
り
、
日
本
列
島
の
人

類
史
の
始
源
を
金
取
よ
り
も
四
万
年
以
上
も
遡
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
砂
原
遺
跡
は
最
終
間
氷
期
最
盛
期
（
一
一
〜
一
二
万
年
前
）、

板
津
の
石
器
は
そ
れ
よ
り
も
一
段
階
古
い
氷
期
（
海
洋
酸
素
同
位
体
比
ス
テ
ー
ジ
６
、
一
八
・
六
〜
一
二
・
八
万
年
前
）
に
日
本
列
島
に

人
類
が
生
存
し
て
い
た
間
接
的
証
拠
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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そ
れ
で
は
、
出
雲
地
方
に
お
け
る
前
期
旧
石
器
の
発
見
は
、
日
本
列
島
の
旧
石
器
文
化
の
展
開
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
の
で

あ
ろ
う
か
。

現
在
、
多
く
の
研
究
者
が
後
期
旧
石
器
時
代
の
最
古
の
段
階
に
位
置
づ
け
る
台
形
石
器
群
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
で
五
〇
〇
ヵ
所
ほ
ど
の

遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
十
指
に
も
満
た
な
い
前
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
数
に
較
べ
て
、
実
に
膨
大
な
遺
跡
数
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
存
続
期
間
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
遺
跡
が
残
さ
れ
た
背
景
に
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る

文
化
が
存
在
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

台
形
石
器
群
は
小
形
の
台
形
石
器
と
刃
部
磨
製
石
斧
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
類
す
る
石
器
群
は
日
本
列
島
を
と
り
ま

く
周
辺
大
陸
す
な
わ
ち
シ
ベ
リ
ア
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
で
は
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
列
島
に
固
有
の
石
器
群
と
し
て
の
性

格
を
見
せ
る
。
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
石
器
は
日
本
列
島
で
独
自
に
考
案
さ
れ
た
と
い
う
考
え
に
帰
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

台
形
石
器
群
は
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
後
期
旧
石
器
時
代
初
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
に

よ
り
三
万
年
前
を
や
や
超
え
る
年
代
観
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
後
期
旧
石
器
時
代
の
開
始
年
代
を
勘
案
し
て
仮
定
さ
れ
た
も
の
に
す

ぎ
な
い
。
し
か
し
、
広
大
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
西
両
端
で
生
起
し
た
歴
史
事
象
を
両
地
域
の
生
態
学
的
背
景
や
人
類
進
化
プ
ロ
セ
ス

の
相
異
を
無
視
し
て
論
じ
る
よ
う
な
も
の
で
、
比
較
そ
の
も
の
が
無
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
中
国
、
韓
国

で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
旧
石
器
考
古
学
の
成
果
を
無
視
し
た
議
論
で
あ
る
（
松
藤

二
〇
一
〇
）。

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
西
半
部
で
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
は
解
剖
学
上
の
現
代
人
（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
の
出
現
、
石
刃
技
法
を
基
調

と
し
た
高
度
な
石
器
製
作
技
術
の
拡
散
、
長
距
離
の
石
器
・
石
材
移
動
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
美
術
・
装
身
具
の
出
現
、
特
殊
化
し
た
狩
猟

戦
略
の
出
現
な
ど
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
出
現
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
石
刃
技
法
な
ら
び
に
石
刃
石
器
群
を
も
っ
て
後
期
旧
石
器
時
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代
の
開
始
を
措
定
す
る
立
場
の
わ
た
し
は
、
台
形
石
器
群
を
先
行
す
る
石
器
製
作
技
術
の
伝
統
を
引
い
た
も
の
と
み
な
し
、
後
期
旧
石
器

文
化
か
ら
切
り
離
す
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
技
術
の
内
在
的
な
発
展
つ
ま
り
日
本
列
島
内
で
石
刃
技
法
が
独
自
に
生

ま
れ
た
と
主
張
す
る
研
究
者
も
い
る
。
安
斎
正
人
は
そ
の
代
表
な
論
客
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
斎
の
立
論
根
拠
は
出
土
層
位
が
不
明
瞭
な

石
核
や
発
覚
以
前
の
藤
村
捏
造
資
料
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
、
立
論
基
盤
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

わ
た
し
が
石
刃
技
法
・
石
刃
石
器
群
の
出
現
を
も
っ
て
後
期
旧
石
器
時
代
の
開
始
を
規
定
す
る
の
は
、
台
形
石
器
群
と
石
刃
石
器
群
と

の
間
に
は
石
器
組
成
、
剥
片
剥
離
技
術
、
石
器
群
構
造
の
点
で
大
き
な
隔
た
り
が
認
め
ら
れ
る
の
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
列
島
の

前
期
旧
石
器
時
代
か
ら
後
期
旧
石
器
時
代
へ
の
移
行
プ
ロ
セ
ス
は
、
石
器
製
作
技
術
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
台
形
石
器
群
こ
そ
存
在
し
な
い

が
、
中
国
や
韓
国
の
前
期
か
ら
後
期
旧
石
器
時
代
へ
の
移
行
プ
ロ
セ
ス
と
類
似
し
、
前
期
旧
石
器
時
代
の
技
術
伝
統
に
外
来
の
石
刃
技
法

が
嵌
入
す
る
様
相
を
見
せ
る
。
移
行
期
の
石
器
群
に
は
新
旧
二
つ
の
要
素
が
混
在
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
新
し
い
文
化
要
素
が
ほ
ぼ
純
粋

な
か
た
ち
で
存
在
す
る
場
合
も
あ
り
、
受
容
に
際
し
て
の
複
雑
な
様
相
を
見
せ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
南
関
東
の
立
川
ロ
ー
ム
基
底
部
か

ら
出
土
す
る
石
器
群
に
も
看
取
さ
れ
る
。

か
つ
て
芹
沢
が
注
目
し
中
期
旧
石
器
時
代
の
指
標
と
さ
れ
た
ル
ヴ
ァ
ロ
ワ
技
法
は
、
シ
ベ
リ
ア
や
モ
ン
ゴ
ル
高
原
ま
で
は
伝
播
し
た

が
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
列
島
に
は
波
及
し
て
い
な
い
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
が
活
動

し
て
い
た
時
期
の
東
ア
ジ
ア
で
は
、
北
京
原
人
が
残
し
た
石
器
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
映
え
の
し
な
い
小
形
石
器
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
つ

く
り
つ
づ
け
た
。
こ
れ
ら
は
、
従
来
「
小
形
剥
片
石
器
文
化
」、「
小
形
削
器
・
尖
頭
器
石
器
群
」
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

最
近
、
竹
花
和
晴
ら
（
二
〇
一
三
ａ
・
ｂ
）
は
日
韓
・
日
中
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
期
旧
石
器
時
代
に
並
行
す

る
時
期
の
韓
国
忠
清
北
道
萬
水
里
遺
跡
、
中
国
河
北
省
侯
家
窰
遺
跡
出
土
の
石
器
群
を
対
象
に
フ
ラ
ン
ス
先
史
学
が
創
出
し
た
石
器
型
式

学
に
も
と
づ
い
て
厳
密
な
分
類
・
統
計
処
理
を
お
こ
な
い
、
と
き
に
大
形
石
器
を
と
も
な
い
な
が
ら
も
小
形
の
鋸
歯
縁
石
器
、
嘴
状
石
器
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（
ベ
ッ
ク
）
が
主
要
な
道
具
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
分
類
基
準
で
東
ア
ジ
ア
の
石
器
群
を

分
析
し
た
画
期
的
な
研
究
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
石
器
群
は
、
奇
し
く
も
西
欧
の
鋸
歯
縁
石
器
ム
ス
テ
リ
ア
ン
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
麻
柄
一
志
ら
（
二
〇
一
三
）
は
、
中
国
各
地
の
資
料
を
広
く
渉
猟
・
再
検
討
し
、
こ
う
し
た
石
器
群
を
「
侯
家
窰
型
鋸
歯
縁
石

器
群
」
と
よ
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
た
。
そ
の
萌
芽
は
前
期
更
新
世
初
頭
の
馬
圏
溝
遺
跡
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
確
認
で
き
る
と
い
う
。
生
態
学

的
背
景
や
使
用
石
材
の
違
い
を
超
え
て
、
韓
国
・
中
国
北
部
の
文
化
的
様
相
が
類
似
す
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
武
蔵
野
台
地
立
川
ロ
ー
ム
�
層
・
相
模
野
台
地
立
川
ロ
ー
ム
Ｂ
５
層
は
三
・
五
〜
四
万
年
前
に
年
代
づ
け
ら

れ
て
い
る
（
町
田

二
〇
〇
三
）。
ま
た
工
藤
雄
一
郎
（
二
〇
一
〇
）
は
中
部
地
方
〜
関
東
地
方
に
お
け
る
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
例
か

ら
、
較
正
年
代
で
三
・
七
〜
三
・
八
万
年
前
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
年
代
観
に
よ
れ
ば
、
立
川
ロ
ー
ム
基
底
部
は

海
洋
酸
素
同
位
体
比
ス
テ
ー
ジ
３
の
温
暖
期
に
あ
た
り
、
立
川
礫
層
は
ス
テ
ー
ジ
４
の
寒
冷
期
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

武
蔵
野
台
地
の
中
山
谷
遺
跡
�
層
（
小
田
・
キ
ダ
ー

一
九
七
五
）、
西
之
台
Ｂ
地
点
�
層
（
小
田
ほ
か

一
九
八
〇
）、
鈴
木
遺
跡
御

幸
地
点
第
�
文
化
層
（
戸
田

一
九
八
二
）、
相
模
野
台
地
の
吉
岡
遺
跡
群
Ｄ
区
Ｂ
５
層
（
白
石

一
九
九
九
）
な
ど
立
川
ロ
ー
ム
基
底

部
か
ら
出
土
す
る
石
器
群
の
な
か
に
は
、
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
た
嘴
状
石
器
（
錐
状
石
器
）
な
ど
の
小
形
剥
片
石
器
を
主
体
に
わ
ず
か
に
礫

器
を
と
も
な
う
石
器
群
が
知
ら
れ
て
い
る
（
諏
訪
間

二
〇
〇
三
、
松
藤

二
〇
〇
四
）。
石
刃
技
法
や
ナ
イ
フ
形
石
器
は
ま
だ
出
現
し

て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
台
形
石
器
・
刃
部
磨
製
石
斧
が
本
格
的
に
普
及
す
る
直
前
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
石
器
群
よ
り
古
く
年
代
づ
け
ら
れ
る
石
器
群
に
、
出
土
地
層
の
年
代
が
確
実
に
判
明
す
る
も
の
と
し
て
野
尻
湖
立
が
鼻
遺
跡

の
野
尻
湖
文
化
（
渡
辺

二
〇
〇
六
）、
金
取
�
・
�
文
化
（
菊
池
編

一
九
八
六
）、
砂
原
�
・
�
文
化
（
松
藤
・
上
峯
編

二
〇
一

三
）
が
あ
る
。
野
尻
湖
文
化
、
砂
原
�
・
�
文
化
は
小
形
剥
片
石
器
文
化
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
。
一
方
、
金
取
�
文
化
は
小
形

剥
片
石
器
に
大
形
の
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
状
石
器
や
円
盤
形
石
核
を
と
も
な
っ
て
お
り
、
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
状
石
器
を
刃
部
磨
製
石
斧
の
祖
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型
と
す
れ
ば
、
刃
部
磨
製
石
斧
を
と
も
な
う
台
形
石
器
群
の
系
譜
は
金
取
�
文
化
の
ス
テ
ー
ジ
４
ま
で
辿
る
可
能
性
が
あ
る
（
須
藤

二

〇
〇
六
）。
こ
れ
ら
は
海
洋
酸
素
同
位
体
比
ス
テ
ー
ジ
５
ｅ
か
ら
ス
テ
ー
ジ
４
に
か
け
て
残
さ
れ
た
も
の
で
、
一
部
に
大
形
石
器
を
伴
出

す
る
も
の
の
小
形
剥
片
石
器
が
主
体
的
な
道
具
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
相
は
、
韓
国
・
中
国
で
ス
テ
ー
ジ
５
〜
４
の
基
準
資
料
と

な
る
萬
水
里
、
侯
家
窰
両
遺
跡
の
石
器
群
の
性
格
に
通
じ
る
面
が
あ
る
。

ス
テ
ー
ジ
４
の
氷
期
は
、
七
・
一
万
年
前
か
ら
五
・
七
万
年
前
と
見
積
も
ら
れ
、
北
上
山
地
で
周
氷
河
現
象
の
イ
ン
ボ
ル
ー
シ
ョ
ン
が

発
達
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
金
取
第
�
文
化
層
が
こ
の
時
期
に
あ
た
る
。
海
洋
酸
素
同
位
体
比
編
年
で
は
、
最
終
氷
期
最
寒
冷
期
に
近
い

寒
冷
化
も
推
定
さ
れ
る
が
、
朝
鮮
半
島
と
の
間
に
陸
橋
が
形
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
に
中
国
・
朝
鮮
半
島
方
面
か
ら
渡

来
し
た
動
物
種
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
陸
橋
の
存
在
を
示
す
古
生
物
学
的
な
証
拠
を
欠
く
。

朝
鮮
半
島
の
遺
跡
で
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
る
石
球
あ
る
い
は
球
状
石
器
な
ど
の
特
徴
的
な
大
形
石
器
が
日
本
列
島
の
ス
テ
ー
ジ
５
段
階

の
石
器
群
に
欠
如
す
る
の
は
、
ス
テ
ー
ジ
５
ｅ
の
高
海
水
面
期
に
大
陸
と
の
接
続
が
絶
た
れ
、
石
器
製
作
の
面
で
日
本
列
島
の
自
然
環
境

へ
の
適
応
が
進
ん
だ
こ
と
を
示
唆
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
金
取
�
文
化
に
は
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
と
み
ら
れ
る
石
器
を
と
も
な
う
が
、
他

の
遺
跡
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
砂
原
、
野
尻
湖
立
が
鼻
、
金
取
遺
跡
な
ど
で
ロ
ー
カ
ル
な
石
材
が
多
用
さ
れ
る
の
も
自
然
環
境
へ
の

文
化
的
適
応
の
一
環
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

六

結

語

砂
原
�
・
�
文
化
よ
り
も
一
段
階
古
い
板
津
発
見
の
石
器
は
、
単
独
発
見
の
た
め
石
器
群
全
体
の
様
相
を
詳
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
使

用
石
材
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
加
工
、
大
形
で
粗
雑
な
石
器
形
態
は
朝
鮮
半
島
の
前
期
旧
石
器
の
系
譜
を
引
く
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
板
津
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の
石
器
が
も
と
も
と
包
含
さ
れ
て
い
た
ス
テ
ー
ジ
６
の
氷
期
に
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
が
陸
続
き
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理

由
も
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

ス
テ
ー
ジ
５
以
降
、
朝
鮮
半
島
と
の
地
理
的
接
続
を
断
っ
た
日
本
列
島
で
は
、
地
域
的
な
小
変
異
を
見
せ
な
が
ら
石
器
文
化
は
独
自
な

進
化
を
遂
げ
た
。
そ
の
内
在
的
進
化
の
到
達
点
が
ス
テ
ー
ジ
３
後
半
の
刃
部
磨
製
石
斧
を
と
も
な
う
台
形
石
器
群
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
ほ

ぼ
同
時
か
遅
れ
て
朝
鮮
半
島
を
経
て
高
度
な
石
器
製
作
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
石
刃
技
法
が
突
如
と
し
て
日
本
列
島
に
伝
播
し
た
。
そ
の
新

来
の
技
術
革
新
を
も
た
ら
し
た
の
は
現
代
型
新
人
す
な
わ
ち
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
は
わ
た
し
が
現
在
い
だ
く
前
期
旧
石
器
時
代
か
ら
後
期
旧
石
器
時
代
へ
の
移
行
の
大
胆
な
作
業
仮
説
で
あ
る
。
資
料
不
足
の
感
は

否
め
な
い
が
、
日
本
の
前
期
旧
石
器
研
究
は
発
掘
捏
造
事
件
を
乗
り
こ
え
一
つ
の
転
換
点
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
ず
学
問
と
し
て
の
科
学
性
を
担
保
し
つ
つ
、
周
辺
大
陸
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
前
期
旧
石
器
の
実
証
的
な
研
究
が
さ
ら
に
進

展
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

引
用
文
献

岩
田
修
一

二
〇
一
二
『
板
津
。
採
集
石
器
類
似
岩
石
及
び
臨
津
江
採
集
オ
ー
ソ
コ
ー
ツ
ァ
イ
ト
の
岩
石
鑑
定
』
旭
地
研
、
一
│
一
六
頁
。

小
田
静
夫
編

一
九
八
〇
「
小
金
井
市
西
之
台
遺
跡
Ｂ
地
点
」『
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
七
』
東
京
都
教
育
委
員
会
。

河
村
善
也

二
〇
一
一
「
更
新
世
の
日
本
へ
の
哺
乳
類
の
渡
来
│
陸
橋
・
氷
橋
の
形
成
と
渡
来
、
そ
し
て
絶
滅
│
」『
旧
石
器
考
古
学
』
七
五
、
三
│

九
頁
。

菊
池
強
一
編

一
九
八
六
『
金
取
遺
跡
』
宮
守
村
教
育
委
員
会
。

工
藤
雄
一
郎

二
〇
一
〇
「
旧
石
器
時
代
研
究
に
お
け
る
年
代
・
古
環
境
論
」『
講
座
日
本
の
考
古
学
１

旧
石
器
時
代
』
下
、
青
木
書
店
、
一
二
四

│
一
五
五
頁
。

白
石
浩
之

一
九
九
九
「
相
模
野
最
古
の
石
器
文
化
『
吉
岡
遺
跡
群
�

考
察
編：

自
然
科
学
分
析
編
』」
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
、
一
│
六
頁
。
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須
藤
隆
司

二
〇
〇
六
「
石
斧
の
歴
史
的
見
方
」『
第
一
八
回
長
野
県
旧
石
器
文
化
研
究
交
流
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
後
期
旧
石
器
時
代
以
前
の
遺
跡
・

石
器
群
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」』、
三
八
│
四
一
頁
。

諏
訪
間

順

二
〇
〇
三
「
南
関
東
に
お
け
る
立
川
ロ
ー
ム
層
基
底
部
の
石
器
群
」『
後
期
旧
石
器
時
代
の
は
じ
ま
り
を
探
る
』
日
本
旧
石
器
学
会
第

一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
予
稿
集
、
四
二
│
五
二
頁
。

竹
花
和
晴
・
謝
飛
・
松
藤
和
人
・
劉
連
強
・
王
法
崗

二
〇
一
三
ａ
「
中
国
に
お
け
る
侯
家
窰
・
西
白
馬
営
遺
跡
石
器
群
の
技
術
・
類
型
学
的
観
察
」

『
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
古
環
境
変
動
と
旧
石
器
編
年
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
二
一
〜
二
四
年
度
科
研
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究

成
果
報
告
書
、
一
〇
一
│
一
一
三
頁
。

竹
花
和
晴
・
禹
鐘
允
・
李
承
源
・
面
将
道

二
〇
一
三
ｂ
「
韓
国
萬
水
里
遺
跡
に
お
け
る
石
器
群
の
技
術
・
類
型
学
的
考
察
」『
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け

る
古
環
境
変
動
と
旧
石
器
編
年
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
二
一
〜
二
四
年
度
科
研
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
一
六
七

│
一
七
八
。

中
川
和
哉
・
李
隆
助

二
〇
一
三
「
萬
水
里
遺
跡
出
土
石
器
群
の
位
置
付
け
と
そ
の
評
価
」『
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
古
環
境
変
動
と
旧
石
器
編
年
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
二
一
〜
二
四
年
度
科
研
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
一
七
九
│
一
八
九
頁
。

藤
根

久
・
竹
原
弘
展

二
〇
一
二
『
石
器
付
着
物
の
分
析
報
告
書
』
株
式
会
社
パ
レ
オ
・
ラ
ボ
、
一
│
三
頁
。

麻
柄
一
志
・
謝
飛
・
劉
連
強
・
久
保
弘
幸
・
長
井
謙
治
・
長
屋
幸
二
・
上
峯
篤
史
・
面
将
道

二
〇
一
三
「
中
国
に
お
け
る
侯
家
窰
遺
跡
出
土
石
器

群
の
評
価
に
つ
い
て
」『
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
古
環
境
変
動
と
旧
石
器
編
年
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
二
一
〜
二
四
年
度
科
研
費
補
助
金

基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
一
一
五
│
一
三
二
頁
。

町
田

洋

二
〇
〇
三
「
後
期
旧
石
器
編
年
問
題
に
関
し
て
武
蔵
野
・
立
川
ロ
ー
ム
層
を
み
な
お
す
」『
後
期
旧
石
器
時
代
の
は
じ
ま
り
を
さ
ぐ
る
』

日
本
旧
石
器
学
会
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
予
稿
集
、
四
〇
│
四
一
頁
。

松
藤
和
人

二
〇
〇
四
『
日
本
列
島
に
お
け
る
後
期
旧
石
器
文
化
の
始
源
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
十
二
〜
十
五
年
度
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

研
究
成
果
報
告
書
。

松
藤
和
人

二
〇
〇
八
『
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
旧
石
器
編
年
・
古
環
境
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
十
六
〜
十
九
年
度
科
研
費
補
助
金
基

盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
。

松
藤
和
人

二
〇
一
〇
『
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
旧
石
器
考
古
学
』
雄
山
閣
。

松
藤
和
人

二
〇
一
三
『
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
古
環
境
変
動
と
旧
石
器
編
年
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
二
一
〜
二
四
年
度
科
研
費
補
助
金
基
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盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
。

松
藤
和
人
・
上
峯
篤
史
編

二
〇
一
三
『
砂
原
旧
石
器
遺
跡
の
研
究
』
砂
原
遺
跡
学
術
発
掘
調
査
団
。

松
藤
和
人
・
成
瀬
敏
郎
・
菊
池
強
一
・
渡
辺
満
久
・
菊
池
強
一
・
上
峯
篤
史
・
山
内
靖
喜
・
武
島
正
幸
・
面
将
道

二
〇
一
三
「
島
根
県
出
雲
市
板

津
発
見
の
前
期
旧
石
器
」『
旧
石
器
考
古
学
』
七
八
、
一
│
一
二
頁
。

渡
辺
哲
也

二
〇
〇
六
「
野
尻
湖
立
が
鼻
遺
跡
の
調
査
と
遺
物
」『
第
一
八
回
長
野
県
旧
石
器
文
化
研
究
交
流
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
後
期
旧
石
器
時
代

以
前
の
遺
跡
・
石
器
群
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」』、
一
│
七
頁
。

― ２１ ― 臨津江の水は大社湾に通じるか


